
 主要科目の特長（リハビリテーション学部理学療法学科） 

 

 理学療法学科のカリキュラムを構成する科目群・分野の内容は次のとおりです。 

 

（1）NGU教養スタンダード科目 

・キリスト教に関する科目 

＜キリスト教＞に関する科目は、キリスト教主義大学である本学の核心です。必修科目の「キ

リスト教概説 1」「キリスト教概説 2」では、世界の文明に大きな役割を果たしたキリスト教を、

人間、歴史、社会、生命などとの関わりにおいて考え、世界に通用するしっかりとした人間観・

世界観を築く足がかりとします。 

・自己理解と自己開発に関する科目 

1 年生の必修科目である「基礎セミナー」では、少人数クラスで「大学で学ぶことの意義」に

ついて理解し、有意義な大学生活を送る足がかりを形成することを目的としています。さらに、

大学での学びを促進させるスキルの習得をめざして、授業を受ける技術、プレゼンテーションの

技法、情報検索の方法など、2 年次以上のゼミナール活動の基本となるスキルについて学ぶこと

を目標としています。また、「キャリアデザイン 1a～2b」などの科目を配置して、「将来なりたい

自分とは何か」についてしっかりしたイメージを養うとともに、職業を考え将来のキャリアを設

計するための足がかりとします。 

・情報に関する科目 

高度情報化社会の要請に応えるため、数理・データサイエンス・AI教育の充実は、本学の情報

教育の特色です。1年次の「情報処理リテラシー（必修科目）」では、全学生に配付したノートパ

ソコンを使って情報処理の基礎知識と基本スキルを学修します。また、「データサイエンスリテラ

シー」「データサイエンス概論」「AI 概論」「情報処理論」などでは、数理・データサイエンス・

AIの基礎知識と様々な応用法、並びに近年のデータサイエンス分野の動向などを学修します。 

・言語とコミュニケーションに関する科目 

外国語については、「英語」を必修として学ぶほか、「ドイツ語」、「フランス語」、「スペイン語」、

「中国語」、「韓国語」を学ぶことができます（学部によっては履修できない外国語もあります）。

また、「日本語表現」を必修として学び、日本語表現法関連科目を学修することができます。 

・社会的教養に関する科目 

自分で考える力を養い、深みのある人間性を身につけるためには、一般教養の修得が欠かせま

せん。本学では、＜歴史・文化＞、＜社会＞、＜自然・人間・生命＞、＜地域＞の 4 区分の学修

を通じて、適切な教養の修得を目指します。 

 

 

 



（２） 専門科目 

≪学科専門科目≫は≪専門基礎科目≫、≪専門実践科目≫、≪実践連携科目≫で構成してい

ます。カリキュラムと≪専門科目≫の特徴は以下のとおりです。 

1)  ≪専門基礎科目≫では、医学としての基本となる＜人体の構造と機構及び心身の機能＞、

人体機能の低下や亢進によって起こる疾病・障害を理解し、治療へと発展するための＜疾病

及び障害の成り立ちと医学的診断と治療＞、社会構造における医療の成り立ちを理解するた

めに＜保健・医療・福祉とリハビリテーション理念＞を置き、さらに本学部の基本である＜

基礎理学療法学＞＜理学療法のための評価学＞を配置して基礎的な知識、技術の修得をめざ

します。 

＜人体の構造と機構及び心身の機能＞には「解剖学 A・B」「生理学 A・B」「運動生理学」な

どを、＜疾病及び障害の成り立ちと医学的診断と治療＞には「病理学概論」「内科学」「整形

外科学」「臨床神経学」「精神医学」「小児科学」「リハビリテーション医学」などを、＜保健・

医療・福祉とリハビリテーション理念＞には「地域包括マネジメント論」「チーム医療論」「ヘ

ルスプロモーション論」などを配置します。＜基礎理学療法学＞には、「理学療法学概論」「運

動学」「臨床見学実習」「医療統計学」「人間発達学」「専門セミナーⅠ・Ⅱ」などを配置し、

＜理学療法のための評価学＞には「理学療法評価学Ⅰ・Ⅱ」「バイオメカニクス」などを配置

します。 

2)  ≪専門実践科目≫では、本学部の目的である理学療法について実践から応用にいたるまで

の幅広い科目群として、医療的な個々の疾病・障害を実践するための＜疾病・障害に対する

理学療法学＞、医療分野以外で理学療法を実践するための＜地域における理学療法学＞を配

置します。 

＜疾病・障害に対する理学療法学＞には「臨床理学療法学 A・B・C」「理学療法治療学」「物

理療法学」「日常生活活動学」「義肢装具学」などを配置し、＜地域における理学療法学＞に

は「地域理学療法学実習」「リハビリテーション活動演習」を配置します。 

これらを応用する＜臨床実習＞として、理学療法に関わる検査測定手技を学習する「検査測

定実習」、理学療法評価を中心とした「臨床評価実習」、評価から治療計画を立案し実践する

「臨床総合実習Ⅰ・Ⅱ」を配置します。さらに、＜臨床実習＞をより円滑に進めるために必

要とされる知識・技術を整理する「臨床実習指導」を配置します。 

≪実践連携科目≫では、理論に裏打ちされたプロフェッションの育成を教育の基本方針に

あげていることから、医療専門職としてのあるべき姿を培うべき科目群＜医療専門職のため

の実践連携＞を配置し、「理学療法学研究法演習Ⅰ・Ⅱ」「理学療法管理学」「理学療法学応用

セミナーA・B」を配置します。 

 

 

 

 

 



 

＜リハビリテーション学部理学療法学科の科目の体系＞ 
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医療専門職のための実践連携 

卒業研究 

人体の構造と機構および心身の機能 

疾病および障害の成り立ちと医学的診断と治療 

保健・医療・福祉とリハビリテーション理念 

基礎理学療法学 

理学療法のための評価学 

疾病・障害に対する理学療法学 

地域における理学療法学 

臨床実習 

NGU 教養スタンダード科目 

キリスト教 

自己理解と自己開発 

数理・データサイエンス・AI 教育 

  言語とコミュニケーション 

 歴史・文化の理解 

 社会の理解 

 自然・人間・生命の理解 

 地域の理解 



◎専門科目の一部をピックアップ 

 

 

   

 


